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三重県立飯野高等学校

【教育方針】
○生徒それぞれが信頼される社会人としての基本を身につけ

ている学校

○個々の生徒の実践力と学力を両立させる学校

○生徒の可能性を伸ばし、未来を切り拓く力を育成する学校

【学科】
応用デザイン科（定員８０名）

英語コミュニケーション科

（定員８０名）
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三重県立飯野高等学校

【コースの特徴】

◆応用デザイン科
１年生で美術とデザインの基礎学習

２年生から「ビジュアルデザイン」「服飾デザイン」「美術
（油彩画・日本画・彫刻）」のコースに分かれて専門的な学
習を行う。

１年生、２年生の作品展をはじめ、３年間の総まとめとし
てファッションショー（服飾デザイン）と卒業制作展を行い
ます。また各学年で素描(デッサン)の力を育成し、英語等の
一般教科の学習とあわせて、積極的に美大進学をバックアッ
プします。国公立や難関私立大へ多くの生徒が進学し活躍し
ています。 3



三重県立飯野高等学校

【コースの特徴】

◆英語コミュニケーション科
１年生で英語の基礎学習

２年生からＡ・Ｂコースに分かれ、多様な英語に触れ、英語を
自由に使えることを目標に学習を行う。

３年生では英語学習の成果として、自分で決めたテーマに沿っ
て英語で発表を行います。全ての英語の授業を少人数講座で行
っており、４技能（読む・聴く・書く・話す）をバランスよく
学習できる授業内容となっています。

常駐する２名のＡＬＴとのチームティーチングによる英会話
や、リスニングの授業も充実しています。また、進路希望に応
じたコース制のカリキュラムにより、四年制大学の外国語学部
をはじめ、幅広い文系学部への進学実績をあげています。
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平成２０年 外国人生徒教育のため加配

平成２２年 外国人生徒支援担当 確立

在籍学級・講座 … 親クラス

支援講座 … 取り出し

平成２８年 国際サポート担当 確立

在籍学級・講座 … S講座

支援講座 … T講座

新体制になり、6年目を迎えます 5



国際サポート

三重県内の外国人住民の状況
(https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/000936149.pdf)
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国際サポート
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三重県内の外国人住民の状況
(https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/000936149.pdf)



国際サポート

CLD生徒

➢ 外国籍の生徒

➢ 日本国籍であっても第一言語が
日本語ではない生徒

第一言語の種類にかかわらず
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CLD（Culturally Linguistically Diverse）

（Cummins，2003）

「文化的言語的に. 多様な背景を持つ生徒」



国際サポート

簡単に言えば

➢ 外国籍の生徒

➢ 日本国籍で日本語が不自由な生徒
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➢ 帰国子女の生徒



国際サポート

①CLD生徒の現状

１．日本語能力・学力
・日本に来たばかりの生徒から、長年日
本にいる生徒まで様々な生徒が在籍

・ほとんど日本語が話せない生徒から、
日本語での日常会話や授業中の学習言
語に問題がない生徒まで様々な生徒が
在籍

・学習言語が不十分な生徒の増加 10



国際サポート

①CLD生徒の現状

２．生活・学習上の困難

・経済的に困難な生徒も在籍。家族のた
めにアルバイトをしている生徒や、進
学資金を貯めるためにアルバイトをし
ている生徒がいる

・日本語能力試験が受験できない

・ダブルリミテッドの生徒の増加 11



国際サポート

①CLD生徒の現状

３．進路

・大学進学、短大・専門学校進学がそれ
ぞれ30％強、就職が30％弱程度

・自分の母国に帰る生徒がいる

・正社員にならずアルバイトを希望する
生徒がいる
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国際サポート

②日本語指導・教科学習支援
１.【専門部署「国際サポート」の設置】
・人員を配置
・国際サポート委員会の実施

３月に小テストを実施（10分）
→クラス分けの資料とする

４月に日本語基礎力テストを実施
→日本語の能力を把握する
→S・T（取り出し）講座の編成
資料とする 13



国際サポート

②日本語指導・教科学習支援

４月に日本語基礎力テスト（50分）
・聞き取り問題
・知識（文字、語彙、文法）
・運用・読解

→日本語基礎力テストの信頼性・妥当性
の再検討

→ONLINEでの実施を想定し、TTBJ
（筑波日本語テスト集）などを検討 14



国際サポート

②日本語指導・教科学習支援

【日本語を学習する授業】

１年生：週２時間 ※カリキュラム内

２年生：週３時間 に入っている

３年生：週４時間

・外国人生徒支援専門員（２名）
・日本語指導アドバイザー（１名）
・日本語指導等補助員（２名）

によるサポート 15



国際サポート

S・T(取り出し）講座にわかれて学習

【１年生の授業】
・T講座（取り出し授業）を４科目実施

現代文、現代社会、生物基礎、保健

・S・T（取り出し）講座は国籍で分ける
ことはしません。
両講座とも、
・同じ教科書を使います
・同じ内容を学びます
・同じテスト問題です 16



国際サポート

日本語学習クラブ（呼称：飯ネイティ部）
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今年度から、三重県立飯野高等
学校に「日本語クラブ」が開設
されました。



国際サポート

日本語学習クラブ（呼称：飯ネイティ部）
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現在の受講生：１年生（２３名）

講師：公益財団法人
三重県国際交流財団が派遣する講師

実施回数：年間３０回の予定

時間： 放課後（５０分）



国際サポート

日本語学習クラブ（呼称：飯ネイティ部）
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三重県国際交流財団（MIEF）では、「み
えこさんのにほんご」をはじめとする初
期日本語学習教材の開発・発行をしてい
ます。これまで、中学校版までは発行さ
れていましたが、2021年に高校生を対象
とした教材である「日本語学習で未来を
描く～高校生版みえこさんの日本語ワー
クシート～」が開発・発行。



国際サポート

これからの課題

・本校における日本語指導・教科学習指
導の確立

・他校との連携・情報共有の促進
→ ネットワークづくり

・短絡的思考からの脱却
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国際サポート
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ご清聴ありがとう
ございました


